


MetalＢｉ○|ogyとその臨床応用(本文12～19ページ）

写真右

GFP･HFE融合遺伝子を導入した

肝癌細胞HFLにおけるHFE(左)と

トランスフェリン受容体(右)の細胞

内局在の蛍光顕微鏡写真．

原発性へモクロマトーシス遺伝子

産物HFEとﾄﾗﾝｽﾌｪリン受容体は、

細胞表面と核周囲のエンドソーム

に一致して局在する。
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表紙を担当させていただくことになりました｡力不足ですが､チャレンジしてみたいと思います

創刊号ということで､宇宙的なスケール感の中に旭川医科大学全講座を配してみましオ

中央のビッグバン(画像:オリオンＫＬ領域､国立天文台提供)から始まったScience(左

字列）が､人間のsensible(知覚可能な実時間空間)な領域であるとしたならば､未

Insensib1e(知覚不能な虚時間空間)な領域(右文字列)も確かに存在しているであろう

とと､本学の新千年期(newmillennium)における発展を祈り､イメージ化してみました。

れが今後どのように様相を変えていくか､ご覧頂ければと思います。
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